
三ヶ日町農業協同組合三ヶ日町農業協同組合

8・98・9
20252025

Ｎｏ.660Ｎｏ.660

や「
タ
イ
ヤ
ボ
ウ
リ
ン

グ
」な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
、「
み
っ
か
び
牛
サ

イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
」や「
三
ヶ
日
ポ
ー
ク
フ
ラ
ン
ク
」な
ど

地
元
の
お
い
し
い
グ
ル
メ
で
お
腹
を
満
た
し
ま
し
た
。

　

初
登
場
M
'ｓ 

F
a
i
r
i
e
s
の
華
麗
な
バ
ト
ン

ト
ワ
リ
ン
グ
に
歓
声
を
上
げ
、ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
読
み

上
げ
ら
れ
る
数
字
に
一
喜
一
憂
し
、会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
や
家
族
を
は
じ
め
、お

盆
休
み
で
久
し
ぶ
り
に
三
ヶ
日
町
に
帰
省
さ
れ
た

方
々
に
も
立
ち
寄
って
い
た
だ
き
ま
し
た
。来
場
し
た

皆
さ
ん
の
思
い
出
に
残
る
夏
の
夕
べ
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。特
集
と
し
て
P
2
〜
5
に
サ
マ
フ
ェス
当
日
の
写

真
を
多
数
掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

撮影日：令和7年8月16日（土）　表紙：ウォータースプラッシュを楽しむ子供たちと職員撮影日：令和7年8月16日（土）　表紙：ウォータースプラッシュを楽しむ子供たちと職員

サマフェス初登場！　M’s Fairies
華麗なバトン演技で観客を魅了
サマフェス初登場！　M’s Fairies
華麗なバトン演技で観客を魅了

楽
し
い
夏
の
思
い
出
づ
く
り
を

　

J
A
職
員
が
地
域
貢
献
イ
ベ
ン
ト

　

水
し
ぶ
き
と
と
も
に
始
ま
っ
た
第
8
回
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。水
鉄
砲
を
構
え
る
子
ど
も
た

ち
、狙
わ
れ
る
J
A
職
員
、そ
れ
を
笑
顔
で
見
守

る
家
族
。ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
や
散
水
が
準
備
さ
れ

た
会
場
で
は
、30
分
間
限
定
で
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
プ

ラ
ッ
シ
ュ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ア
ツ
い

水
鉄
砲
の
打
ち
合
い
は
、打
ち
水
効
果
も
あ
り
、

会
場
に
笑
顔
と
涼
や
か
な
ひ
と
と
き
を
届
け
て

く
れ
ま
し
た
。

　

サ
マ
フ
ェ
ス
は
2
0
1
5
年
に
J
A
み
っ
か
び

の
係
長
職
の
職
員
が
中
心
と
な
り
、地
域
貢
献

の一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
。今
年
は
農
青

連
の
夜
店
と
女
性
部
の
ゲ
ー
ム
の
他
は
、す
べ
て
の

催
事
を
職
員
が
担
当
し
、来
場
者
を
も
て
な
し

ま
し
た
。多
く
の
親
子
連
れ
が「
農
産
物
ダ
ー
ツ
」

町内で活動するバトントワリングチームM’s Fairiesがサマフェスに初登場！　数々のバトン演技で会場を盛り上げました町内で活動するバトントワリングチームM’s Fairiesがサマフェスに初登場！　数々のバトン演技で会場を盛り上げました

サマフェスアンケートはこちらから↑サマフェスアンケートはこちらから↑

大人気！　ダーツゲーム 大人気！　ダーツゲーム 

見事な投球、ストラックアウト！見事な投球、ストラックアウト！

おいしそうな
三ヶ日牛サイコロステーキ　
焼いていたのは誰？

（答えはP5をチェック！） 

おいしそうな
三ヶ日牛サイコロステーキ　
焼いていたのは誰？

（答えはP5をチェック！） 

夜店の定番、金魚すくい夜店の定番、金魚すくい

特集1

特集2

特集3

農協で、楽しい夏の思い出を農協で、楽しい夏の思い出を
第8回サマーフェスティバル第8回サマーフェスティバル

「農協」入ってみてどうでした？「農協」入ってみてどうでした？
新入職員と組合員の座談会新入職員と組合員の座談会

事故事例から学び、労災事故防止を！事故事例から学び、労災事故防止を！
農作業の安全対策、本当に大丈夫？農作業の安全対策、本当に大丈夫？

エ
ム
ズ
フ
ェア
リ
ー
ズ

https://m
ikkabi.ja-shizuoka.or.jp
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【第8回】

　
８
月
16
日
、第
８
回
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
農
協
構
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。農
協
の
組

合
員
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、若
い
世
代
に
も
農
協
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

始
ま
っ
た
夏
の
夜
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。次
世
代
に
向
け
て
農
協
の
良
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、

ゲ
ー
ム
や
グ
ル
メ
な
ど
職
員
が
催
事
を
企
画
実
施
し
ま
し
た
。当
日
は
農
青
連
や
女
性
部
も
協

力
し
、多
く
の
家
族
連
れ
や
地
域
の
子
供
達
で
賑
わ
い
、大
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

特集

サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

夏の暑さを吹きとばせ！

　　ウォータースプラ
ッシュ夏の暑さを吹きとばせ！

　　ウォータースプラ
ッシュ

開会から30分間限定のお楽しみ！
みんなで水鉄砲バトルを楽しもう

夏祭りには、浴衣や甚平でお出かけ！夏祭りには、浴衣や甚平でお出かけ！

農協に釣り堀出現！？
　　制限時間内に何匹釣れるかな
農協に釣り堀出現！？
　　制限時間内に何匹釣れるかな
農協に釣り堀出現！？
　　制限時間内に何匹釣れるかな
農協に釣り堀出現！？
　　制限時間内に何匹釣れるかな

サマフェス初登場　M’s Fairies
　　　　　　　　華麗なバトントワリングを披露

サマフェス初登場　M’s Fairies
　　　　　　　　華麗なバトントワリングを披露

夏祭りの正装！？
浴衣や甚平を着た子供達もたくさん

熱中症対策の
扇風機も設置

景品は「ミカちゃんの
おやつゼリー」

夜店の定番金魚すくいは
遅くまで賑わっていた

23 特集特集

農
協
で
、楽
し
い
夏
の
思
い
出
を

農
協
で
、楽
し
い
夏
の
思
い
出
を



おいしいグルメ&ワク ワクゲームで楽しい夕べおいしいグルメ&ワク ワクゲームで楽しい夕べ
旬のグリーンハウスミカンを

生搾りジュースに！ わらび餅

三ヶ日みかん
ソフトクリーム

農産物ダーツゲーム

最後は大ビンゴ大会

らくがきせんべい

カラフルなわらび餅に
アイスのトッピングなど
好みのカスタマイズ可能

シャインマスカット、イチジク、
ミカン加工品などが当たる超お得なゲーム

タイヤボウリング

農青連の夜店

絵や文字、模様など好みで描けるらくがきせんべいは
子供達に大人気

カットフルーツ
カットしたスイカやパイン、ブドウを
詰め合わせたお得なセットも

カップ入り芋アイスは
女性に好評

職員がおもてなし
ポテト、唐揚げ、三ヶ日ポークフランク、

ビールにレモンサワーも提供

みっかび牛サイコロステーキを焼いていたのは組合長！

ミカンを自分で投入するエンタメ感あふれる催し。
動画撮影する人多数！鮮やかなオレンジで、

酸味と風味がある特別なジュースが完成。無料配布の大サービス！

サマフェス特別価格で販売！
大人も子供もみんな大好き

楽しい夏の思い出、できたかな？
サマフェスは次世代の農協ファンづくりの場。
来年も多くの笑顔に出会えますように！

NEW

ストライクとるのは難しい！？　景品にお菓子をどうぞ

今年新調した揃いのTシャツで農青連見参！
職員がビンゴカードを配布し、大勢が参加したビンゴ大会。

最後はビンゴが多すぎてジャンケン大会に

盛り上がったベイブレード対決

スーパーボール、何個すくえるかな？

女性部★
ストラックアウト
お菓子や実用品のほか、
浮き輪などの景品も

ゴー シュート！

45 特集特集



いざという時の
備えに、

労災保険の加入を！

営農支援課
TEL 525-1019

特定農作業従事者
特別加入の範囲

① 動力を使用した作業
② 高さ２ｍ以上の箇所の作業
③ 農薬散布作業
④ 牛・馬・豚に接触する作業
⑤ サイロ・むろ等の酸素欠乏
　 危険場所における作業

①できるだけ早く病院で受診。
　受診時に「労災です」と伝える。

町内の労災指定病院

お問い合わせ先

・縣医院
・三ヶ日中央外科

②すみやかに営農支援課へ連絡

労災保険と
特別加入制度

もしも事故に
あってしまったら

労災保険は、基本的に切り子さ
んなどの援農者が加入対象で
すが、条件付きで事業主や家族
の方も加入することができます。
それが特別加入制度です。

　
昨
年
は
53
件
の
労
災
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
う
ち
約
半
数
が
1１
月
〜
12
月
の
ミ
カ
ン
収
穫
期

の
事
故
で
す
。ま
た
、援
農
者
に
よ
る
事
故
が
約
6
割
を
占
め
て
い
ま
す
。高
齢
の
方
が
多
い
こ
と
も

あ
り
転
倒
、転
落
か
ら
骨
折
な
ど
長
期
治
療
に
い
た
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

　
収
穫
期
に
多
発
す
る
事
故
事
例
を
知
り
、対
策
を
行
い
、労
災
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
事
故
の
約
半
数
は
高
齢
者

　
休
憩
時
間
前
後
は
要
注
意

■
園
主
の
安
全
配
慮
義
務

　
雇
い
入
れ
時
教
育
の
義
務
化

■
転
倒
・
転
落
に
注
意 事

故
事
例
か
ら
学
び
、労
災
事
故
防
止
を
！

農
作
業
の
安
全
対
策
、本
当
に
大
丈
夫
？

特集特集

乗
ら
な
い　

座
ら
な
い

三脚使い方
　　チェック！

め
ん
ど
う
で
も
、必
ず
か
け
る

収
穫
期
に
欠
か
せ
な
い
三
脚
は
、

正
し
く
使
っ
て
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
!

天
板

斜
面
の
設
置

２
本
脚
を

低
い
側
に
設
置

開
き
止
め

時期：9月／70代男性／ケガの状況：右アキレス腱断裂全治3か月

傾斜地はとくにすべりやすいので、足元には十分注意。園地を整備
するなどの対策も検討

＜事例４＞ 転倒

ミカン園ののり面を草刈機で
刈っていたところ、泥で足が滑り転倒

事故防止ポイント

営農支援課
石橋  健太郎

三脚やはしごの正しい使い方を徹底しましょう。三脚やはしごの上
で作業する際は、無理な体勢にならないよう、こまめに位置を変え
ること！ もう少しだと思い、無理に手を伸ばすと事故につながる

事故防止ポイント

時期：6月／70代男性／ケガの状況：左肋骨骨折全治5か月

＜事例5＞ 転落

園地周りの雑木をはしごに乗って
伐採中、バランスを崩して
高さ3ｍ以上のところから、地面に転落

時期：7月／80代男性　ケガの状況：熱中症全治1か月

暑い時間帯の作業を避ける、こまめに水分補給をする。
家族にどこで作業しているか伝えておく。

※今年6月から労働者を雇用するすべての農業者、農業法人に対して熱中症対策が義務化されまし
た。熱中症早期発見のための体制整備、重篤化防止措置の手順作成、関係者への周知が義務付けられ
ています。園主は作業者の体調にも気を配ることが必要です。

＜事例3＞ 熱中症
畑で除草剤散布中に気分が悪くなり、動けなくなった。病院で熱中症と診断され、入院

事故防止ポイント

電動バサミで剪定作業中に指の切断事故が増えている。
枝の陰など、目で確認しにくい場所でも、手の位置、ハサ
ミの位置などを慎重に確認しながら、ハサミを使用する

事故防止ポイント

・時期　11～12月のミカン収穫期に多数発生

・年代　70歳以上が半数を占める

・時間帯　午後3時前後、次いで午前11時前後

・事故内容　転倒、転落が多い

時期：6月／80代女性　 ケガの状況：左母指切断全治１か月

＜事例2＞ 指の巻き込み
電動バサミで選定作業中に枝を支えていた左手親指に刃が接触

運搬車で走行できる傾斜角度を守り、無理に傾斜地を
走行しない。園地を整備するなどの対策も検討事故防止ポイント

時期：10月／60代女性　 ケガの状況：左肩甲骨骨折全治5か月

＜事例1＞ 運搬車で転倒
傾斜の園地で後ろ向きに運搬車を走行中に転倒し、運搬車のキャタピラで左肩をひかれた

三ヶ日町で多い
労災事故の特徴

増加中！

67 特集特集

　
令
和
6
年
度
の
労
災
事
故
を
分
析
す
る
と
、70

歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

高
齢
に
な
る
ほ
ど
転
倒
な
ど
軽
微
な
事
故
で
骨
折

な
ど
重
傷
化
し
や
す
く
、影
響
も
長
期
に
渡
り
ま

す
。令
和
6
年
度
は
と
く
に
転
倒
事
故
が
多
い
で

す
。収
穫
期
に
限
ら
ず
、農
薬
散
布
や
草
刈
り
機
な

ど
農
業
機
械
を
使
用
中
の
転
倒
は
大
き
な
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
事
故
発
生
の
時
間
帯
に
も
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
注
意
し
た
い
の
が
3
時
の
休
憩
時
間
前
後

で
す
。昨
年
は
7
割
近
く
の
事
故
が
こ
の
時
間
帯

に
発
生
し
て
い
ま
す
。夕
暮
れ
ま
で
に
も
う
一
仕

事
、と
焦
っ
て
動
く
と
無
理
が
生
じ
ま
す
。作
業
に

戻
る
前
に
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た
り
、お
互
い

に
声
を
掛
け
合
っ
た
り
し
て
収
穫
期
を
安
全
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
園
主
に
は「
園
地
の
安
全
整
備
」「
三
脚
や
農
機

　
労
災
事
故
で
最
も
多
い

の
が
転
倒
・
転
落
で
す
。石

ガ
ラ
の
多
い
園
地
で
は
、踏

み
込
ん
だ
足
の
下
の
石
が

ゴ
ロ
ッ
と
転
が
っ
て
転
倒

し
、歩
行
中
に
ケ
ガ
を
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。収
穫

期
に
活
躍
す
る
三
脚
で
す

が
、毎
年
必
ず
転
倒
・
転
落

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、正
し
く
使
え
ば
防

げ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

も
う
一
度
正
し
い
使
い
方

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

具
の
正
し
い
使
い
方
を
伝
え
る
」な
ど
労
働
者
の

安
全
に
配
慮
す
る
義
務
が
法
的
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。と
く
に
昨
年
4
月
か
ら
は「
雇
い
入
れ

時
安
全
衛
生
教
育
」が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。労

働
者
、と
く
に
援
農
者
に
は
起
こ
り
や
す
い
事
故

の
事
例
や
注
意
点
な
ど
、き
ち
ん
と
伝
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。ス
ム
ー
ズ
で
安
全
な
収
穫
を
行
う

た
め
に
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
す
。



エンジンオイル
エンジンが稼動する
ための潤滑油。機械
の血液のようなもの
でエンジンの寿命に
直結する。車と同じ
で定期的に交換を。

燃料タンクからガソリンを供給するホース。
劣化すると燃料が漏れて危険。
エンジン不調だけでなく、稼働
中・保管中の火災の原因に。

　もし、農機を使いたいときに故障などで使えなかったら…。作業が大幅に遅れて困りますよね。忙しい収
穫期に慌てないためにも、今からきちんと農機の点検、メンテナンスなど対策を行いましょう。日頃から点
検を行うことで農機具を長持ちできます。また、最近増えている充電タイプの小型農機具なども、基本事項
を守ることでより安全に便利に使用できます。

　エンジンの排気ガスには有毒な一酸化炭素
（CO）が含まれています。一酸化炭素は空気より
も軽く、無色・無臭・無刺激の気体です。そのた
め発生に気付かないことが多く、危険の察知が
大変難しい有毒ガスです。一酸化炭素は吸い込
むと血液中のヘモグロビンと結合し、血液の酸
素運搬能力を阻害します。これにより体が酸素欠
乏状態となるのが一酸化炭素中毒の状態です。
　中毒症状は一酸化炭素の濃度と吸引量によっ
て異なり、軽い頭痛や疲労感といった軽度な症
状から、激しい頭痛、めまい、耳鳴り、吐き気など
が起きます。重症になると意識障害やけいれん
が発生し昏睡状態に陥り、最終的には心肺機能
が停止、死に至ります。
　フォークリフトを室内で使用する場合は、窓や
入口を開け、必ず換気をしながら使用してくだ
さい。

オイルキャップを開けて
量を確認。劣化具合は色
や粘りで判断を
※2サイクルエンジンに
　は無い。

農機を使わないときと、トラックなどで移動する
ときは、燃料コックを横にして、燃料の供給を止
めておく。これで、よく起こるトラブルのひとつ
「オーバーフロー」を未然に防げる。キャブレ
ターから燃料が漏れるトラブルで、フィルター類が汚れていると起
こりやすい。火災の原因になるので注意！　しまう前に必ず確認を。

安価な非純正バッテ
リーの使用で火災等の
事故が発生する場合が
ある。

燃料ホース

農機セルフチェック

エアークリーナーエレメント
エンジン内に送る空気のフィルター。ゴミの混入によるダ
メージからエンジンを守っている。汚れると吸い込みが悪く
なり、エンジンの出力が低下する。
カバーは簡単に取り外せる。
フィルターが劣化してボロボ
ロだと、それ自体がゴミと
なって吸い込まれて故障の原
因に。一度もチェックしたこと
がなければ、今すぐ確認を。

燃料フィルターポット

正しく購入する
プラグとコンセントの
間にホコリがたまって
いると、通電したときに
火災の危険がある。

倉庫をきれいに

高温環境下では、熱の影響で異常
な反応が起きて発熱・発火のお
それがある。

バッテリーは直射日光の
当たらない場所に置く

繰り返し充電して使える「リチウムイオン電
池搭載製品」は空調服や小型農機具など身
近に使われているが、熱や強い衝撃で内部
が破損すると発煙・発火のおそれがある。

純正バッテリーを選ぶ。
連絡先が確かなメー
カーや販売店から購入
する。

定期的な掃除を。倉庫
内をきれいに整理整頓
しておくことは、事故防
止にもなる。

バッテリーを直射
日光の当たる場所
に放置しない！

落下させた製品の使用は慎重に。異常を感
じたらすぐに充電や使用を中止する。

リチウムイオン電池搭載製品に
熱や強い衝撃を与えない

エンジンに送るガソリンをきれいにするパー
ツ。汚れると、エンジン始動不良となる。

小型、大型農業機械の使用は基本 事項を徹底し、きちんと安全対策を！

使用時には必ず換気を！

フォークリフト

SS スピードスプレイヤー

　年次検査を受けることで、日々の点検
で分からない故障なども発見できます。
また、突発的な故障の発生リスクが低
減し、メンテナンスコストの削減にもな
ります。検査をすることで、排ガスを抑え
ることも可能です。年次検査のお申し込
みは、オートパークまで！

年次検査を受けましょう！

　SSの事故は非常に危険です。事故のうち約7割が死亡事故につながっています。事故
を起こさないためにも作業の前に機体の点検を行いましょう。整備が必要なのは、機体
だけではありません。園内道も整備が必要です。作業前には点検や補修などをして、SS
がスムーズに走行できるようにしましょう。

SSを安全に使用するために

　停車中に、想定外に機械が動き出し、ひかれてしまう事故です。その多
くは、確実に動かないようにすることを怠ったことから発生しています。
①洗車やメンテナンスなどのため降車する際は、
　必ずエンジンを切ってください。
②停車時は必ず駐車ブレーキをかけ、坂道では
　下側の左右のタイヤに歯止めをしてください。

　作業中に園地の路肩から機械ごと転落する事故
です。その多くは目測の誤りや、地盤の崩落から発
生しています。。
①路肩が見えるように草を刈っておきます。
②雨のあとは走行路や地盤が緩んでいないか確認
　してください。

　作業中に果樹と機械
に挟まれる事故です。そ
の多くは、前方不注意や
見誤りから発生してい
ます。
①あらかじめ不要な枝を取り除いておき
　ましょう。
②ぶつかる恐れのある低い枝には、目印
　をつけておくなど見落とさないように工
　夫してください。
③果実の重みで枝が下がることを想定し
　て作業しましょう。
④作業中は前方から目を離さないように
　してください。
⑤体調不良など集中力を維持できないと
　きには作業をしないでください。

ひかれ・転落・挟まれ事故防止

　最近の機種は騒音に配慮した設計に
なっており、後退時に鳴る“バックブ
ザー”を切ることができます。バックブ
ザーは“後退していることを周りに知ら
せる”といった大事な役割を果たしま
す。フォークリフト使用時には、必ずブ
ザーをONにして使用してください。

バックブザーは必ずONに！

コックを横に「オーバーフロー」を防ぐ
使用後もチェック ！使用後もチェック ！ 生産資材課農機センター

課長補佐
酒見孝史

オートパーク
渉外係長
冨永一郎

Vベルト
エンジンの回転力を伝える丈夫なゴムベルト。
動作中の切断は大変危険。切れてからではなく、
切れる前の交換を。

ガサガサしていないか手触りと目
視で確認！　安全カバー付きの機
種は、隙間から確認。稼働中は絶対
触らないこと。

覗き窓から汚れを
確認。ドレッシング
のように分離して
いる場合は、水が
混入している可能
性あり。

充電製品を安全に使う基本

ブザーは必ずONに

ひかれ事故

挟まれ事故

転落事故

チェック

草刈り機やチェンソー、剪定ハサミ、空調服など充電式のものが
増えています。

対策 対策
対策

対策
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近年の新入職員は町外出身が当たり前。�月に入組した新人の
今は・・・？　世代、地域のギャップや戸惑いはあって当然。　そ
こで直接話してみました。　理事や農青連と卓を囲んで、本音
トーク。その一部をご紹介します。違いを知ってお互いを理解
すれば、農協はもっとよくなるはずです。

「農協」 入ってみてどうでした？
新入職員と組合員の座談会

近
藤：
３
歳
か
ら
ミ
カ
ン
農
家
の
祖
父
母
を
手
伝
っ
て
い

て
、ミ
カ
ン
を
育
て
る
の
が「
楽
し
い
な
」っ
て
。大
学
も
農

業
の
道
を
選
び
ま
し
た
。農
協
を
選
ん
だ
の
は
、生
産
者
と

近
い
立
場
で
接
し
な
が
ら
、色
々
教
え
て
も
ら
え
る
と
考

え
た
か
ら
で
す
。こ
の
農
協
で
三
ヶ
日
町
の
発
展
に
貢
献

し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

永
徳：
僕
は
も
と
も
と
ミ
カ
ン
が
好
き
で
選
び
ま
し
た
。そ

れ
に
、仕
事
と
し
て
営
業
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
あ
り
ま
し
た
。

菅
沼：
昔
、下
尾
奈
で
祖
母
が
ミ
カ
ン
を
作
っ
て
い
て
、そ

の
手
伝
い
が
、子
ど
も
な
が
ら
に
楽
し
か
っ
た
。そ
の
思
い

出
が
き
っ
か
け
で
す
。

関：
実
は
、高
校
に
来
て
い
た
農
業
関
係
の
求
人
が
、三
ヶ

日
町
農
協
し
か
な
く
て（
笑
）。で
も
、安
定
し
て
仕
事
が
で

き
る
と
感
じ
た
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

塾講師から結婚を経て
三ヶ日町で就農

石川 嘉一

ど
う
し
て
三
ヶ
日
町
農
協
に
？

Q.
実
際
に
仕
事
を
し
て
み
て
、
ど
う
で
し
た
か
？

Q.
近
藤：
青
空
座
談
会
で
は
、指
導
員
と
し
て
一
度
に
数
十
人

の
組
合
員
さ
ん
を
相
手
に
説
明
し
ま
す
。資
料
通
り
に
伝

え
よ
う
と
す
る
と
、う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
く
て
…
。

何
か
コ
ツ
は
あ
り
ま
す
か
？

石
川：
資
料
の
説
明
だ
け
な
ら
資
料
を
読
め
ば
済
む
。組
合

員
は
、実
演
を
交
え
な
が
ら
今
年
の
状
況
に
応
じ
た
話
を

期
待
し
て
い
ま
す
。普
段
の
園
地
巡
回
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

近
藤：
ま
ず
、巡
回
を
増
や
し
た
い
で
す
。組
合
員
さ
ん
が

頼
り
や
す
い
環
境
を
作
る
の
も
、僕
た
ち
の
仕
事
だ
と
気

づ
い
た
か
ら
で
す
。雨
風
を
厭
わ
ず
頑
張
り
ま
す
。

永
徳：
早
く
一
人
で
営
業
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。た
く
さ
ん
の
業
者
さ
ん
と
話
し
て
、商
品
を
買
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、仕
事
を
頑
張
り
ま
す
。

菅
沼：
挨
拶
を
大
事
に
し
ま
す
。わ
か
ら
な
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
聞
い
て
、先
輩
や
組
合
員
さ
ん
と
し
っ
か
り
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

関：
今
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、疑
問
を
積
極
的
に
課
長
や
先

輩
に
ぶ
つ
け
た
い
で
す
。こ
ち
ら
か
ら
聞
い
た
方
が
、相
手

も
助
か
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

藤
原：
今
日
は
皆
さ
ん
の
想
い
が
聞
け
て
嬉
し
か
っ
た
。ど

う
か
、同
期
を
大
切
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。来
年
は
新
人
を
教
え
る
先
輩

シ
ョ
ン
を
取
っ
て
お
く
と
、き
っ
と
座
談
会
も
う
ま
く
い
き

ま
す
よ
。

永
徳：
僕
は
特
販
課
の
職
員
と
し
て
、業
者
の
方
と
関
わ
る

機
会
が
増
え
て
い
き
ま
す
。そ
ん
な
時
に
、ど
ん
な
こ
と
を

一
番
大
切
に
し
て
、気
を
つ
け
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

藤
原：
ま
ず
、任
さ
れ
た
仕
事
を
き
っ
ち
り
や
る
こ
と
。相

手
に
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
信
頼
関
係
が
で
き
て
、「
頼
ん
だ

り
」「
頼
ま
れ
た
り
」が
し
や
す
く
な
る
。そ
れ
が
よ
り
大
き

な
取
引
に
繋
が
る
と
思
う
の
で
、頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

石
川：
永
徳
君
の
い
る
特
販
課
は
、僕
た
ち
生
産
者
の
農
業

所
得
に
直
結
す
る
部
署
だ
か
ら
、す
ご
く
期
待
し
て
い
ま

す
。部
署
に
は
そ
れ
ぞ
れ
目
標
が
あ
る
は
ず
。そ
の
把
握
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

菅
沼：
生
産
資
材
の
窓
口
に
た
く
さ
ん
の
組
合
員
さ
ん
が

来
て
く
れ
ま
す
が
、顔
と
名
前
を
覚
え
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

藤
原：
僕
も
就
農
当
初
そ
う
で
し
た
。話
し
た
人
の
名
前
を

後
に
な
っ
て
も
い
い
か
ら
一
致
さ
せ
る
。そ
の
積
み
重
ね

し
か
な
い
ん
で
す
よ
ね
。ぜ
ひ
、農
青
連
の
行
事
に
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。僕
も
そ
の
き
っ
か
け
で
顔
を
合
わ
せ

る
機
会
が
増
え
て
、今
に
至
り
ま
す
。

石
川
：
職
場
で
は
顔
を
合
わ
せ
て
挨
拶
す
る
。忙
し
く
て

も
、習
慣
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。名
前
は
ど
ん
ど
ん
周
り
の

先
輩
に
聞
け
ば
い
い
か
ら
、心
配
し
な
く
て
大
丈
夫
で
す
よ
。

関
：
販
売
課
の
今
の
仕
事
は
す
ご
く
楽
し
い
ん
で
す
。た

だ
、ミ
カ
ン
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、忙
し
さ
の
差
が
と
て
も

大
き
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。農
家
さ
ん
も
、き
っ
と
そ
う
な

ん
で
す
よ
ね
？

藤
原：
ま
さ
に
、そ
う
で
す（
笑
）。冬
は
僕
た
ち
生
産
者
も

「
な
ん
と
か
12
月
の
青
島
ミ
カ
ン
を
収
穫
す
る
ま
で
は
…
！
」

と
い
う
心
情
で
す
ね
。

石
川：
町
全
体
が
あ
わ
た
だ
し
さ
に
つ
つ
ま
れ
る
時
期
で

す
ね（
笑
）。世
代
や
出
身
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
、こ
ち
ら
も「
何

が
分
か
ら
な
い
か
」が
分
か
ら
な
い
。だ
か
ら
、分
か
ら
な

い
こ
と
は
遠
慮
な
く
聞
い
て
ほ
し
い
。そ
れ
が
、皆
さ
ん
だ

け
で
な
く
、上
司
の
成
長
や
組
合
員
の
理
解
に
も
繋
が
る

と
思
う
か
ら
で
す
。

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、僕
た
ち
と
一
緒
に
三
ヶ
日

町
の
農
業
を
支
え
て
ほ
し
い
で
す
。

石
川：
三
ヶ
日
町
農
協
を
選
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。こ
れ
は
理
事
の
総
意
で
す
が
、み
ん
な
に
期
待

し
て
い
ま
す
。出
来
る
だ
け
長
く
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
。

よ
く
話
題
に
出
ま
す
。今
日
、皆
さ
ん
の
顔
も
名
前
も
覚
え

ま
し
た
。困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、い
つ
で
も

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　僕は町内出身だから、「父親は誰で～」で組合員さんからもすぐ
に覚えてもらいやすかった。町外だとハンデはありますね。だから
こそ、一回の出会いやそこでの会話が大切です。藤原委員長の言
う通り、農青連や行事に参加するとすごく顔が広がるし、仕事に
も生きました。
　働く場として農協のいいところを伝えるなら、この日休みを取り
たいという時に、きちんと休めるところです。それは職員みんなが
協力して、その仕事を分担している意識があるからです。プライ
ベートとメリハリをつけて頑張れる職場だと思います。

対
談
を
終
え
て
、
ど
う
で
し
た
か
？

Q.

司会担当の先輩職員より
中澤祐太　組合員生活課（4年目職員）

いしかわ よしかず

名古屋からUターン就農

藤原 将司
ふじわら しょうじ

唯一の三ヶ日町出身
ミカン作りに貢献

近藤 海斗
こんどう かいと

商品の一推しは
「ミカちゃんのおやつゼリー」

永徳 京平
えいとく きょうへい

暑さ対策で
ペルチェベストのPRに挑戦

菅沼 亮佑
すがぬま りょうすけ

マルエムの記念キャップの
デザイン作成

関 涼帆
せき すずほ

【農青連委員長】【農協理事】

【特販課】【柑橘指導課】

【柑橘販売課】【生産資材課】
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環境のせいにしない産地へ
三ヶ日が学び、動き出す視点

柑橘生産指導審議会は、より良いミカン作りの指針を作ろうと活動しています。
8月4～5日に、愛媛と広島のミカン産地を視察しました。厳しい環境下での創意工夫や取り組み
は、三ヶ日みかんにとっても多くの学びがありました。

　早生ミカンで日本一の品質を誇る地区です。海に面した急傾斜の段々
畑で、石垣が連なり、運搬はモノラック。一方、この暑さの中でも樹勢も
葉色も良く、三ヶ日町より良好です。早生については、ほぼ隔年結果があ
りません。驚いたのは後継者が多く、新規就農が順番待ちの事実です。
　産地全体でスプリンクラーを整備し、防除や潅水は共同です。夏の暑
さから細根を守り、樹勢に気を配っています。個々の生産者は枝別摘蕾
を重視します。これは大変な基本管理ですが、「安定生産」という強い目
的意識と、これが花芽確保に最も有効な技術であると理解されていま
す。見渡してもダメな樹は無く、更新しながらフル稼働する園地を維持
しています。加えて傾斜の中でも、マルチ被覆で品質を追求する姿勢に
は敬服しました。
　この先20年は産地の力を維持するだろうと将来の姿が見えました。
案内いただいた指導員から聞いた共同の取り組み、個々の栽培管理から
産地の強い意志と活気を感じました。

海から連なるミカン園。
傾斜地だがマルチの被覆率は高い

基本管理が徹底されて
ミカンの樹の状態は三ヶ日町よりも良い

■愛媛県 JAにしうわの取り組みと状況 産地を向上させる意識

岩が露出し、愛媛以上の急傾斜

■広島県 JA広島ゆたか 島のミカン作りを創意工夫

■三ヶ日町が学び、活かすこと 本当に環境のせいか？

　かつては島全体がミカン園でしたが、ミカン山の頂上から廃園が進行。20
年間で1/10まで減少するなか、散布を外部業者が請け負う体制で、平成30
年からドローンを導入しました。作業負担は非常に軽減されますが、病害虫に
よっては効果が劣り、解決するべき課題がある現状を教えてもらいました。
　三ヶ日町でも手散布では維持できない急斜
面の園地が存在し、ドローンの検証が始まりま
した。新しい技術は、ただ導入するだけでは不
十分です。三ヶ日町でモノにするには、樹の仕
立て、散布のコースや飛ばし方など、常に創意
工夫と研究が欠かせないでしょう。

　三ヶ日町は緩やかな傾斜、交通の利に加え、選果場、湖北用水、気象観測装置など恵まれた環境が整っていま
す。視察先では、厳しい環境ながら、それを乗り越えようとする意識や工夫は三ヶ日町の上を行くと感じました。
　空梅雨、猛暑、干ばつ、秋の高温降雨、人手不足と厳しさはあります。しかし、当事者である個々の生産者が環境
のせいにして品質や安定生産をおろそかにすれば、ブランド産地とは言えません。現に、対抗する手段はすでに
存在しています。指針となる目標を忘れず、よく学び、未来ある産地を育てましょう。

三ヶ日町で試験中のドローン散布

てき  らい

産地レポート

柑橘生産
指導審議会

　園地の状況を把握するためにも、収穫前だけ実施す
るのではなく、定期的に行うようにしてください。
　近年は酸度が低い傾向にありましたが、今年は夏場
の乾燥を受けて、9月1日時点では酸高傾向となってい
ます。とくに極早生では収穫までの日数が短くなっているため、酸高の場合はこの時期に潅水を行い、減酸させる必
要があります。ただし、潅水は酸度だけでなく、糖度にも影響することを忘れずに実施してください。
※潅水量の目安は10a当たり2t～3tです。

【仕上げ摘果・樹上選果】後期摘果が基本ですが、着果量
が多い樹から、小玉果や房なり果を中心に進めてくださ
い。傷果、病害虫被害果などの外観不良果や大玉果も摘
果し、果実品質を揃えるようにしましょう。ただし、着果
量が少ない樹では、摘果時期が早いと肥大が促進され、
品質に影響が出ますので、内容を上げるため10月以降の摘果で対応してください。
　また、上向き果の強い果梗枝(白い筋が出ている太さ5mm以上のもの)は、残すと強
い芽が出やすくなります。9月に落とすと秋芽の発生が心配されるため、10月以降に果
梗枝ごと切り落としてください。樹上選果は、収穫時の適正葉果比を目標に、家庭選果の
手間を省くためにも収穫直前まで続けてください。

果梗枝ごと
切り落とす

　果実の生育に使われた栄養成分を補給し樹勢を回復することと、次年度の発芽を促す役割があ
ります。マルチ被覆により樹勢が低下した樹には、積極的に施用して樹勢の回復を図ってくださ
い。着果の少ない樹にも施用するよ
うにしてください。
※地温の低下とともに根の養分吸収
が低下していきますので、遅れない
ように施用してください。

柑橘柑橘
営 農 情 報

か ん き つ

９月～11月の管理

収穫を見据えた作業を収穫を見据えた作業を

柑橘指導課
佐野 典子

2．着果管理

1．防除
　令和7年柑橘病害虫防除暦を参照にして、計画的に防除を行ってください。収穫を見据える時期となりましたので、定
期防除を行う際には農薬の収穫前日数に注意してください。また、除草剤の収穫前日数も見落としがちです。今一度
しっかりと確認を行いましょう。

6月時期

粗摘果

樹冠上部摘果 20枚～25枚 25枚～30枚

樹冠上部摘果 20枚～25枚 25枚～30枚

樹冠上部摘果 30枚～35枚 30枚～35枚

隔年結果是正・樹勢維持 仕上げ摘果 樹上選果

20枚～25枚 20枚～25枚
系統

極早生

北原早生

早生

青島

7月 8月 9月 10月 11月

【仕上げ摘果】階級予測を参考に、小玉果や病害虫被害
果、スレ果等の外観不良果を摘果していきましょう。
　とくに着果量が多い樹では、内・スソ部にまだ多く
の小玉果が残っている場合があります。もう一度、内・
スソ部を確認し、葉果比を揃えることを意識しながら、小玉果は徹底的に落とすようにしてください。
　また、日焼け果は再発を防ぐため10月以降に確認し、見分けやすい着色前に落とすようにしてください。

【樹上選果】収穫時適正葉果比を目標に、大玉果や外観不良果を摘果し、果実品質を揃えてください。

3．果実分析

4．秋肥施用

肥料の種類 肥料名 施用数（10ａあたり） 施用時期
配合 みかん秋配合 早生6袋・青島7袋

早生11月上旬
青島11月中旬化成 ニューマイルドエース 早生5袋・青島6袋

固形 粒状固形　88号 5袋

★早生

★青島

早生（収穫時の適正葉果比：25～30枚に１果）
階級予測値

9月
9月
10月

1日
15日
1日

2Ｓ
～41

～45

～50

Ｓ
41～46

45～50

50～55

M
46～50

50～55

55～60

L
50～55

55～60

60～66

2L
55～60

60～66

66～72

3L
60～66

66～73

72～79

（mm）

青島（収穫時の適正葉果比：30～35枚に１果）
階級予測値

1日
15日
1日
15日

9月
9月
10月
10月

Ｓ
～40
～45
～49
～54

Ｍ
40～43
45～49
49～54
54～59

Ｌ
43～47
49～54
54～59
59～64

2L
47～52
54～59
59～65
64～71

3L
52～57
59～65
65～71
71～78

4L
57～61
65～70
71～77
78～84

（mm）

早
生
糖度
酸度
糖度
酸度

青
島

9月15日
9.5
2.36
9.8
3.14

10月1日
10.0
  1.68
10.1
  2.53

10月15日
10.5
  1.24
10.5
  1.90

11月1日
11.0
  1.00
11.0
  1.47

11月15日
11.5
  0.92
11.5
  1.16

12月1日
　
　
12.0
  1.00
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Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
女
性
部
が
6
月
23
日
か
ら
7
月
7
日
ま
で
の
11
日
間
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
講
習
会
を
開
催
し
、21
人
が
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

同
講
習
会
は
女
性
部
が
主
催
す
る「
女
性
部
柑
橘
勉
強
会
」の
一
環
。受

講
者
は
座
学
の
講
義
を
受
け
、柑
橘
選
果
場
で
講
習
と
実
技
試
験
も
受

け
ま
し
た
。同
勉
強
会
で
は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
と
バ
ッ
ク
ホ
ー
の
免
許
が
一

年
交
代
で
取
得
で
き
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の

取
り
組
み
を
始
め
て
3
年
目
で
す
が
、こ
れ
ま
で
に
免
許
取
得
を
目
的
に

20
〜
40
代
の
若
い
女
性
9
人
女
性
部
に
加
入
す
る
な
ど
女
性
部
員
増
加

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

免
許
を
取
得
し
た
河
合
奈
緒
美
さ
ん
は「
実
技
試
験
は

注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
、難
し
か
っ
た
。今

ま
で
主
人
に
お
願
い
し
て
い
た
ミ
カ
ン
コ
ン
テ
ナ
の
運
搬

や
、動
噴
、タ
ン
ク
の
移
動
な
ど
を
、今
後
は
自
分
で
で
き
る

よ
う
に
な
り
、農
作
業
の
効
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
。近
く
の

農
協
で
受
講
で
き
た
の
も
便
利
で
よ
か
っ
た
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

講
座
を
主
催
し
た
女
性
部
事
務
局
で
は「
特
産
品
の
三
ヶ

日
み
か
ん
は
貯
蔵
期
間
が
長
く
、倉
庫
内
で
の
コ
ン
テ
ナ
運

搬
は
必
須
作
業
。女

性
も
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
を
運
転
す
る
こ
と

で
農
作
業
や
農
業
経

営
に
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。年
々
受

講
者
は
増
え
て
い
る
」

と
手
応
え
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

浜
松
市
立
中

学
校
の
社
会
科

教
員
43
人
が
Ｊ

Ａ
み
っ
か
び
で
研

修
会
を
開
き
ま

し
た
。浜
松
市
教

育
研
究
会
社
会

科
研
究
部
が
主

催
し
た
も
の
で
、

教
員
ら
は
三
ヶ
日
み
か
ん
の
園
地
と
柑
橘
選
果
場
を

視
察
。Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
温
暖
化
の
影
響
や
、生
産
・
消

費
量
の
減
少
、資
材
高
騰
な
ど
産
地
が
直
面
す
る
課

題
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。研
修
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、産
地
の
現
状
や
、「
β
–
ク
リ
プ
ト
キ
サ

ン
チ
ン
」を
含
む
機
能
性
表
示
食
品
制
度
に
つ
い
て

「
初
め
て
知
っ
た
」と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た「
高
齢
化
な
ど
の
課
題
と
技
術
革
新
と
い
う
未

来
へ
の
挑
戦
を
両
面
で
伝
え
た
い
」「
生
産
者
の
苦
労

を
通
じ
た
食
育
を
伝
え
た
い
」と
い
う
意
見
や
、出
前

授
業
や
職
業
体
験
な
ど
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

曳
馬
中
学
校
の
池
島
奨
先
生
は「
現
場
の
声
と
、農
業
と
社
会
の

関
わ
り
を
学
ん
だ
。未
来
と
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
生
徒
に
、課
題

を
当
事
者
目
線
で
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
授
業
に
生
か
し
た
い
」と

話
し
ま
し
た
。

　

研
修
対
応
し
た
柑
橘
販
売
課
の
宮
崎
裕
也
課
長
は「
農
業
は
認
知

不
足
。価
格
だ
け
で
な
く
生
産
背
景
や
産
地
の
課
題
に
も
目
を
向
け

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」と
教
育
へ
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

三
ヶ
日
町
柑
橘
出
荷
組
合
青
年
部
の
第
21
回
総
会
が
行
わ

れ
、只
木
の
山
本
純
さ
ん
が
新
部
長
に
就
任
し
ま
し
た
。山
本

さ
ん
は
担
い
手
と
し
て
ミ
カ

ン
産
地
の
維
持
発
展
に
尽
力

し
た
い
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
定
年
に
な
る
4
人

が
勇
退
し
、新
た
に
1
人
が

入
部
、マ
ル
エ
ム
青
年
部
は
総

勢
20
人
で
活
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

 

　

三
ヶ
日
み
か
ん
の
生
産
者
で
組
織
す
る
三
ヶ
日

町
柑
橘
出
荷
組
合
は
７
月
１
日
、浜
松
市
浜
名

区
の
三
ヶ
日
文
化
ホ
ー
ル
で
第
66
回
総
会
を
開

き
、全
6
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。総
会
出
席
は

7
2
2
人（
本
人
出
席
3
8
6
人　
委
任
状
出
席
3
3
6
人
）。

森
田
能
正
出
荷
組
合
長
は「
数
量
が
少
な
い
年
だ
っ
た
が
、生

産
者
の
努
力
で
三
ヶ
日
み
か
ん
ブ
ラ
ン
ド
の
品
質
を
維
持
し
、

シ
ー
ズ
ン
終
了
ま
で
価
格
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。令

和
6
年
産
の
三
ヶ
日
み
か
ん

は
、取
扱
数
量
2
7
，7
2
0

㌧（
前
年
比
92
％
）、販
売
金

額
は
1
1
4
億
円（
前
年
比

1
2
9
％
）で
過
去
最
高
の

販
売
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

始
ま
り
、〝
プ
ロ

の
ミ
カ
ン
農
家
〞

を
目
指
す
熱
い

思
い
を
堂
々
と

語
り
ま
し
た
。

　

ミ
カ
ン
農
家

の
偉
大
な
先
輩

で
あ
る
お
父
さ

ん
の
背
中
を
追

い
か
け
、と
き
に

は
激
し
く
ぶ
つ

か
り
な
が
ら
も
、

自
分
自
身
が〝
プ

ロ
の
ミ
カ
ン
農

家
〞を
目
指
す
に

い
た
っ
た
過
程
、さ
ら
に
は
経
営
の
難
し
さ
や
失
敗
か
ら

学
ん
だ
教
訓
を
生
か
し
、産
地
を
引
っ
張
る
経
営
を
目
指

し
奮
闘
し
て
い
る
現
在
、さ
ら
に
は
自
分
の
子
供
を
は
じ

め
と
し
た
次
世
代
へ
ミ
カ
ン
産
地
を
繋
げ
て
い
く
決
意
を

力
強
く
発
表
し
ま
し
た
。森
田
さ
ん
は
見
事
に
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
多
く
の
盟
友
が
応
援
に
駆
け
付
け
、会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
湧
き
起
こ
り
ま
し
た
。

ミカン農家としての熱い思いを力強く発表する森田さんミカン農家としての熱い思いを力強く発表する森田さん

森田さんを応援するため、多くの盟友が応援に駆け付けた森田さんを応援するため、多くの盟友が応援に駆け付けた

ミカン園地で産地の特徴や課題について
説明を受ける教員ら
ミカン園地で産地の特徴や課題について
説明を受ける教員ら

挨拶する森田出荷組合長挨拶する森田出荷組合長

令和7年度メンバー令和7年度メンバー

と
も
や

第66回三ヶ日町柑橘出荷組合総会
三ヶ日みかん、過去最高の販売実績

マルエム
青年部総会

7/
1

7/
31

7/
28

浜松市の中学教員ら産地研修
ミカン産業の価値、授業に生かす

8/
1

6/
23〜

7/
7
女性部がフォークリフト講習会
フレミズ世代、加入のきっかけに

友
好
Ｊ
Ａ
の
広
報
が

意
見
交
換

7/
8

　

友
好
Ｊ
Ａ
で
あ
る
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ

山
梨
の
広
報
編
集
委
員
9
人
が
Ｊ
Ａ

み
っ
か
び
を
訪
問
し
、お
互
い
の
広
報
体
制
や
Ｄ
Ｘ

を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
情

報
や
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。テ
ー
マ
は
、高
齢
者

向
け
Ｄ
Ｘ
や
広
報
誌
作
成
の
コ
ツ
な
ど
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
の
井
口
義
朗
組
合
長
が
三
ヶ
日
み

か
ん
発
展
の
背
景
に
、昨
年
廃
止
に
な
っ
た
有
線
放

送
に
よ
る
情
報
伝
達
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

こ
と
を
説
明
。「
今
後
は
ス
マ
ホ
の
活
用
な
ど
手
段

は
過
渡
期
に
あ
る
が
、目
的
は
変
わ
ら
な
い
。お
互

い
に
有
益
な
情
報
を
交
換
し
、組
合
員
の
所
得
向
上

に
貢
献
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
の
広
報
編
集
委
員
長
を
務

め
る
廣
瀬
公
元
専
務
は「
私
た
ち
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を

活
用
し
て
営
農
情

報
や
農
協
の
ト
ピ
ッ

ク
、研
究
成
果
な
ど

を
発
信
し
て
い
る
。

時
代
の
流
れ
に
あ
っ

た
情
報
発
信
に
、職

員
全
体
で
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
だ
」

と
話
し
ま
し
た
。

平
山
の
森
田
大
也
さ
ん
、

青
年
の
主
張
発
表
大
会
出
場

　

第
74
回
静
岡
県
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部

組
織
活
動
実
績
・
青
年
の
主
張
発

表
大
会
が
静
岡
市
の
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ

で
行
わ
れ
、西
部
地
区
の
代
表
と
し

て
Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
か
ら
森
田
大
也
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
「
将
来
の
夢
」と
題
し
た
発
表
で
は
、小
学
校
の
卒
業
文
集

に
書
い
た『
み
か
ん
農
家
に
俺
は
な
る
！
』と
い
う
一
言
か
ら

挨拶する井口組合長（左）、
隣はJAフルーツ山梨の廣瀬専務
挨拶する井口組合長（左）、
隣はJAフルーツ山梨の廣瀬専務

フォークリフトの実技講習に取り組む
女性部員
フォークリフトの実技講習に取り組む
女性部員

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
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8
月
8
、9
日
の
2
日

間「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
フ
ェ
ア
」が
特
産
物
直

売
所
で
開
催
さ
れ
、生
産

者
が
店
頭
に
立
ち
ま
し

た
。令
和
3
年
に
設
立
さ

れ
た
三
ヶ
日
ぶ
ど
う
部
会
で
は
、シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
を
夏
の
特
産
物
に
し
よ
う
と
出
荷
量
を
増

や
し
、品
質
向
上
に
励
ん
で
い
ま
す
。三
ヶ
日
産

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
、全
員
が
ハ
ウ
ス
で
栽
培

し
て
い
る
た
め
、7
月
下
旬
の
出
荷
ス
タ
ー
ト
か

ら
高
品
質
な
ブ
ド
ウ
が
出
荷
で
き
る
の
が
特
長
で

す
。ま
た
、非
破
壊
糖
度
計
を
用
い
て
一
房
ず
つ
糖

度
を
計
測
し
、基
準
を
満
た
し
た
も
の
だ
け
を
出

荷
し
て
い
ま
す
。香
り
高
く
上
品
な
甘
み
で
皮
ご

と
食
べ
ら
れ
る
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
、ま
す
ま

す
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

12
日
に
は「
イ
チ
ジ
ク
フ
ェ
ア
」が
開
催
さ
れ
、多
く
の
リ

ピ
ー
タ
ー
で
賑
わ
い
ま
し
た
。イ
チ
ジ
ク
の
旬
は
長
く
、11
月

上
旬
ご
ろ
ま
で
特
産
物
直
売
所
の
店
頭
に
並
ぶ
予
定
で
す
。

　

J
A
み
っ
か
び
牛
志
会
が「
み
っ
か
び
牛
」を
テ
ー
マ
に
し

た
食
農
体
験
会
を
開
催
。浜
松
・
浜
名
湖
地
域
食
×
農
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
が
主
催
す
る
夏
休
み
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
環
で
す
。浜
松
市
と
湖
西
市
の
小
学
生
と
保
護

者
6
組
13
人
が
参
加
し
、黒
毛
和
種
、交
雑
種
、輸
入
牛
の

肉
を
串
に
刺
し
、そ
の
肉
質
の
違
い
を
体
感
し
た
後
、焼
い

て
食
べ
比
べ
し
ま
し
た
。牛
舎
見
学
で
は
、牛
志
会
会
長
を

務
め
る
和
田
牧
場
の
和
田
勝
美
さ
ん
が
案
内
し
、ク
イ
ズ

を
交
え
て
子
牛
や
出
荷
前
の
牛
の
大
き
、暑
さ
対
策
の
ミ

ス
ト
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
。親
子
と
交
流
し
た

和
田
さ
ん
は「
牛
肉
を
食
べ
る
と
き
に
、生
産

者
が
ど
れ
だ
け
牛
を
大
切
に
育
て
て
い
る
か

伝
わ
っ
た
ら
う
れ
し
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
5
年
生
の
児
童
は「
エ
サ
や

り
で
は
牛
が
舌
で
手
を
な
め
て
き
た
。ザ
ラ
ザ

ラ
し
て
い
て
驚
い
た
。輸
入
牛
と
の
味
の
違
い

は
想
像
以
上
だ
っ
た
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
「
み
っ
か
び
牛
」は
、地
域
団
体
商
標
を
取
得

し
た
ブ
ラ
ン
ド
牛
。三
ヶ
日
み
か
ん
の
搾
り
カ

ス
を
飼
料
に
活
用

し
、排
せ
つ
物
は
堆

肥
化
さ
れ
、再
び
ミ

カ
ン
園
の
土
づ
く

り
に
生
か
さ
れ
る

な
ど
、地
域
循
環

型
農
業
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

大好評のシャインマスカットフェア大好評のシャインマスカットフェア

毎年恒例でリピーター
も多いイチジクフェア
毎年恒例でリピーター
も多いイチジクフェア

シャインマスカットフェア、
イチジクフェアともに賑わい

8/
8,9,12

みっかび牛、触って食べて体感
夏休み親子体験を開催

7/
29

8/
26〜

9/
4
第3回
青空座談会

　

柑
橘
指
導
課
が
第
3
回
青
空
座
談
会
を
町
内
25
会
場

で
開
き
ま
し
た
。上
尾
奈
の
会
場
で
は
、杉
本
光
義
指
導

員
が
高
温
乾
燥
対
策
と
し
て
潅
水
の
必
要
性
を
伝
え
、

適
正
葉
果
比
を
意
識
し
た
着
果
管
理
や
病
害
虫
防
除
な

ど
に
つ
い
て
説
明
。園
地
で

は
小
玉
果
、上
向
き
果
、

内
・ス
ソ
成
り
果
な
ど
の
摘

果
方
法
を
実
演
。品
質
、肥

大
管
理
の
コ
ツ
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

グリーンハウス
ミカン出荷

　

夏
の
味
覚
、グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

ミ
カ
ン
。7
月
31
日
の
出
荷
初

日
は
生
産
者
1
軒
が
3
5
0
㎏

を
柑
橘
選
果
場
へ
持
ち
込
み
、

光
セ
ン
サ
ー
や
A
I
に
よ
る
品

質
チ
ェッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

9
月
上
旬
ま
で
に
生
産
者
2
軒
が
約
9
ト
ン
を
出
荷

す
る
見
込
み
で
、お
も
に
J
A
み
っ
か
び
特
産
物
直
売
所

や
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
プ
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
ミ
カ
ン
は
果
皮
が
緑
色
、果
肉
は
オ

レ
ン
ジ
色
な
の
が
特
徴
。ハ
ウ
ス
で
栽
培
さ
れ
、夏
に
出
荷

さ
れ
る
希
少
な
ミ
カ
ン
。今
年
は
冬
の
低
温
で
暖
房
コ
ス
ト
が
か
さ
ん

だ
も
の
の
、肥
大
期
の
適
度
な
雨
と
収
穫
前
の
乾
燥
し
た
天
候
に
恵
ま

れ
、高
品
質
な
果
実
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。生
産
者
の
坪
井
啓
明
さ
ん

は「
大
き
さ
も
味
も
目
標
通
り
に
仕
上
が
っ
た
。冷
や
し
て
、さ
っ
ぱ
り

と
し
た
味
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

摘果前にノギスで果実の
計測を呼びかける杉本指導員
摘果前にノギスで果実の
計測を呼びかける杉本指導員

牛舎でエサやり体験する参加者牛舎でエサやり体験する参加者

ミカンを出荷した坪井さん（中央）ミカンを出荷した坪井さん（中央）

収穫前に一房ずつ非破壊糖度計
で糖度を計測する生産者
※非破壊糖度計の購入にはJA共済の
　地域・農業活性化促進助成金を活
　用しました

収穫前に一房ずつ非破壊糖度計
で糖度を計測する生産者
※非破壊糖度計の購入にはJA共済の
　地域・農業活性化促進助成金を活
　用しました

7/
31

農協支部座談会のご参加ありがとうございました

　今回JAポータルの視認性についてのご意見を頂いております。改修の要望はあげていますが、まずは現
行の機能でできることをお伝えします。今回、JAポータル経由でのご意見も増加しました。引き続きご活用
をお願いします。

お知らせを見やすくする

パスワードを忘れたら？

メニューから
連絡ボタンを押す

一覧が表示される。
ラベルがつくため
LINEメッセージより

選びやすい

メールアドレスが登録済であれば
ご自身でリセットできます。
未登録の場合はJAポータル登録に
使用した通帳を持って
広報センターへお越しください。

　7月15日から28日まで町内30会場で行われた座談会のご参加
ありがとうございました。
　職員による口頭の報告など徐々に内容も工夫して
おります。本年度は昨年を上回る147件のご意見を
いただき、回答書として配布させていただきました。
　なお、今回は令和6年度にいただいたご意見につい
ての経過のご報告もさせていただきました。回答書を
ご覧の上、よりよい農協運営のため、引き続き忌憚の
ないご意見をお願いいたします。

インターネットで「JAポータル」と検索する。

検索結果に出てきた
JAポータルのページをクリック

利用者IDとパスワードを入力すると、
JAポータルを大きい画面で見て、

印刷もできる。

JAポータルを見やすく

パソコンの大きな画面で見る

三ヶ日会場の様子組合員宅訪問で
配布する回答書

1617 ニューストピック



　昭和５１年10月より放送を刷新。自主番組制作に力を入れ
たことが功を奏し、昭和50年代に入っても加入者は増加しま
した。都筑支所に中継所を建設、増設工事により町内83％の
高加入率を達成、ほぼ町内全域に有線放送の情報網が行き渡
りました。昭和55年に始まったページング放送は、地区単位、
学区単位等を選び、加入者が自分で放送できる画期的なシス
テムでした。夜間や休日、放送担当者がいない時でも必要な
エリアに情報が流せるページング放送は,有線の終了まで重宝されていました。
　アナウンサーは「ふれあいの有線放送」を合言葉に、町内のさまざまなニュースを自
ら取材、毎日の放送に地域の人の声をのせることで、有線放送の付加価値を高めてい
きました。有線放送は地域のラジオとして親しまれ、加入者は放送を依頼するだけでな
く、有線放送会館に来て自分で伝えたいことを流すなど、町内の人のくらしに浸透して
いきました。自主制作番組の一環として、昭和55年から「声の広報みっかび」として町
の広報誌をアナウンサーが録音、目の不自由な方に役立ててもらうボランティア活動
も始まり、大きな反響をもたらしました。

三ヶ日町農協アーカイブは
公式ホームページでも連載！
三ヶ日町農協アーカイブは
公式ホームページでも連載！

←
「声の広報」を
紹介した記事

←
「声の広報」を
紹介した記事

藤井 郁美
営農支援課
入職21年目

営
農
支
援
課
で
免
税

軽
油
の
受
付
対
応
や

農
業
新
聞
の
支
払
い
処

理
等
を
担
当
し
て
い
ま

す
。営
農
支
援
課
に
配
属
さ
れ
た

の
は
初
め
て
で
す
が
、手
続
等
の

間
違
い
が
な
い
よ
う
正
確
な
事
務

処
理
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。窓
口

対
応
で
は
、組
合
員
さ
ん
か
ら
の

質
問
に
き
ち
ん
と
対
応
で
き
る
職

員
に
な
り
た
い
で
す
。絵
が
好
き

で
、美
術
館
に
行
く
の
が
趣
味
で

す
。家
で
犬
の
世
話
を
す
る
こ
と

が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な
っ
て
い
ま
す

三ヶ日町農協アーカイブ＜有線放送編＞三ヶ日町農協アーカイブ＜有線放送編＞

※アーカイブ（archive）とは、古い記録やデータを長期的に保管しておく場所や機能を指す言葉です。デジタルアーカイブとは、紙媒体をデジタル化し、長期保管や検索しやすくするためのものです。

放送内容を充実させ、
付加価値を高めた有線放送
放送内容を充実させ、
付加価値を高めた有線放送

有線放送の歴史
（1976～1985年）
昭和51年
自主制作番組強化のため有線放送番組専
任プロデューサー配属
10月

昭和54年8月～昭和55年3月
都筑支所の中継所を建設し、幹線ケーブ
ル改修工事　200回線増設
3060戸の加入。加入率83％
昭和55年
９月

11月

昭和56年　
3 月
6月
昭和60年　
10月

「ふれあいの有線放送」を合言葉に番
組表による有線放送が開始

ページング放送スタート
地域を限定した放送ができるように
なった
加入戸数3297戸
「声の広報みっかび」の吹込み始まる
（盲人者用）・ボランティア活動
県有放アナウンスコンクール優秀賞

　
全国有線放送活動　奨励賞
ゆうせん公衆電話、本館に設置

　
第27回県有放番組コンクール「お
知らせ番組」の部　最優秀賞

ぼくの詩
わたしの詩

三ヶ日東小学校 6年生

せ
っ
か
ち
な 

な
つ

伊藤心春

紙面で紹介しきれなかったアーカイ
ブの写真や、詳しい記事などはＪＡ

みっかび公式ホーム
ページで毎月連載し
ていきます。是非こち
らもチェックしてみて
ください。

アナウンサーはお知らせ放送のほか、自主制作番組の一環として
「声の広報みっかび」（盲人者用）を吹込むなど多彩な活躍をした

昭和56年～ダイヤル式の
有線電話

昭和58年～プッシュ式の
電話器に変更

農協広報活動の拠点、有放会館

昭和56年
ゆうせん公衆電話、
本館に設置

せ
っ
か
ち
な
　
な
つ

こ
と
し
も
い
そ
い
で

や
っ
て
き
た

せ
っ
か
ち
な
　
な
つ

は
る
を
す
っ
と
ば
し
て

こ
と
し
も
い
そ
い
で

や
っ
て
き
た

な
つ
は
み
ん
な
の

ス
ピ
ー
ド
ス
タ
ー

い
そ
が
な
く
て
も

ま
っ
て
い
る

せ
っ
か
ち
な
　
な
つ

ア
イ
ス
を
と
か
す
よ
う
な

あ
つ
さ
を
も
っ
て
き
た

せ
っ
か
ち
な
　
な
つ

き
れ
い
な
は
な
び
を

も
っ
て
き
た

せ
っ
か
ち
な
　
な
つ

こ
ど
も
た
ち
の

た
の
し
み
を
も
っ
て
き
た

せ
っ
か
ち
な
　
な
つ

な
つ
の
た
の
し
み

い
ろ
ど
っ
て
い
く

　
第
57
回
交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
全
国
大
会

が
８
月
６
日（
水
）に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
大
会
は
小
学
生
が
自
転

車
競
技
を
通
じ
て
交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、全
日
本
交
通
安
全
協
会
、警

察
庁
主
催
で
開
催
さ
れ
る
歴
史
あ
る
大
会
で

す
。静
岡
県
代
表
と
し
て
平
山
小
学
校
が
出
場

し
、見
事
準
優
勝
を
獲
得
し
ま
し
た
。

祝 平山小自転車部
全国準優勝！

三ヶ日町
TOPIC

選
手
コ
メ
ン
ト

山
口
大
雅（
６
年
）

指
導
員
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

意
識
し
て
全
国
大
会
本
番
に
臨

み
、最
後
ま
で
走
り
切
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。準
優
勝

と
い
う
結
果
は
悔
し
い
け
れ
ど
、

来
年
の
自
転
車
部
に
は
頑
張
っ

て
優
勝
し
て
ほ
し
い
で
す
。

磯
田
来
生（
６
年
）個
人
３
位

本
番
で
は
自
分
の
力
を
出
し
切

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。団
体
で

準
優
勝
、個
人
で
３
位
入
賞
で
き

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

木
下
壱
音（
６
年
）

本
番
は
緊
張
し
た
け
ど
自
分
の

力
を
出
す
こ
と
が
で
き
、完
走
す

る
こ
と
も
で
き
た
の
で
よ
か
っ

た
で
す
。

長
坂
日
那
向（
６
年
）

本
番
は
緊
張
し
た
け
ど
、指
導
員

さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
思
い
出

し
な
が
ら
走
り
ま
し
た
。今
年
初

め
て
自
転
車
部
に
入
部
し
、準
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。

　
平
山
小
自

転
車
部
は
今

年
１
月
か
ら

週
４
日
、放
課

後
を
活
用
し

て
交
通
安
全

の
知
識
を
問

う
学
科
、運
転

技
術
や
正
し

い
乗
り
方
を

試
す
実
技
の

練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。交
通
安

全
協
会
細
江
支
部
の
交
通
安
全
指
導
員

と
顧
問
の
先
生
の
熱
心
な
指
導
を
受
け

た
子
供
た
ち
は
、６
月
に
開
催
さ
れ
た
静

岡
県
大
会
で
見
事
に
優
勝
！　
県
大
会
は

７
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。全
国
大
会
に

は
今
年
は
42
校
が
出
場
し
、学
科
、安
全

走
行
、技
能
走
行
の
各
テ
ス
ト
の
合
計
点

を
競
い
ま
し
た
。１
７
０
人
が
出
場
し
た

個
人
の
部
で
は
、磯
田
来
生
く
ん
が
３
位

入
賞
と
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
一
緒
に
大
会
に
参
加
し
、頑
張
っ
て
応

援
し
た
５
年
生
た
ち
は「
全
国
大
会
に

は
、た
く
さ
ん
の
人
が
い
た
け
ど
、そ
の
中

で
緊
張
せ
ず
走
れ
る
６
年
生
は
す
ご
か
っ

た
」「
大
勢
の
人
が
い
る
中
で
、集
中
し
て

走
れ
る
６
年
生
は
す
ご
い
と
思
っ
た
。来

年
は
自
分
も
マ
ル
が
取
れ
る
走
り
を
し

た
い
」「
来
年

は
優
勝
で
き

る
よ
う
に
自

分
た
ち
も
頑

張
り
た
い
」と

話
し
、先
輩
た

ち
か
ら
し
っ
か

り
バ
ト
ン
を
受

け
継
い
で
い
ま

し
た
。

自転車部メンバー（前列左から）長坂日那向さん、山口大雅くん、磯田来生くん、木下壱音くん（後列左から）清水麻菜さん、鈴木律翔くん、山﨑 仁くん
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肥料年特座談会について

令和 7 年度肥料年特推進座談会を開催します。
期間は 10 月 21 日（火）から 10 月 28 日（火）の 間
で開催予定です。日程等の詳細は、農事部配布資
料をご確認ください。

●生産資材課

日本農業新聞は農政、営農、農村社会の情報を幅

広く提供している、JAグループの総合情報誌です。

従来の紙版に加えて、スマホ等で閲覧できる電子

版もありますので、ぜひ農業情報の収集に役立て

てください。

【紙版と電子版の主な違い】

日本農業新聞（紙版・電子版）

●営農支援課

～information～お知らせ

　
Ｊ
Ａ
が
将
来
に
わ
た
っ
て
組
合
員
と
の
対
話
に

基
づ
く「
不
断
の
自
己
改
革
」を
実
践
し
、
農
家
組

合
員
の
所
得
向
上
や
地
域
振
興
に
寄
与
し
続
け
る

た
め
、そ
し
て
、持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
強

化
を
図
る
た
め
に
は
、農
協
法
の
構
成
要
件
を
前
提

に
高
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
に
加
え
、
強
い
責
任
と

覚
悟
を
も
っ
た
経
営
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
理
事
の
選
任
方
針
を

次
の
と
お
り
定
め
る
。

１
．農
協
法
の
構
成
要
件

　

当
組
合
の
理
事
の
選
任
と
構
成
に
つ
い
て
は
、
農

協
法
の
本
則
に
よ
る
理
事
の
過
半
が
認
定
農
業
者

及
び
実
践
的
能
力
者
と
な
る
よ
う
選
任
す
る
も
の

と
す
る
。

　

ま
た
、
農
協
法
の
趣
旨
及
び
農
業
振
興
の
観
点

と
、Ｊ
Ａ
事
業
の
高
度
化
と
リ
ス
ク
の
増
加
に
対
応

す
る
観
点
と
の
双
方
に
対
応
で
き
る
役
員
体
制
と

す
る
た
め
、認
定
農
業
者
と
実
践
的
能
力
者
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
構
成
と
す
る
。

（
１
）実
践
的
能
力
者

　

実
践
的
能
力
者
は
、
そ
の
知
識
や
経
験
が
Ｊ
Ａ

の
事
業
・
運
営
に
活
か
せ
る
者
で
あ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、法
人
等
の
経
営
経
験
者
、管
理
職
経
験

者
、販
売
、生
産
購
買
な
ど
農
業
関
連
事
業
の
ほ
か

信
用
、共
済
、そ
の
他
Ｊ
Ａ
と
同
種
の
事
業
に
長
年

従
事
し
た
者
及
び
法
務
や
会
計
の
専
門
家
な
ど
を

対
象
と
す
る
。

（
２
）青
年
・
担
い
手
枠
、女
性
枠
等

　

法
で
規
定
さ
れ
た
年
齢
、性
別
に
著
し
い
偏
り
が

な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、理
事
へ
の
若
い
世
代
や
女
性

の
登
用
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
地
域
枠
等
で
も
で
き
る
限
り
青
年
や
女

性
の
選
任
・
推
薦
を
す
る
こ
と
と
し
、そ
れ
ぞ
れ
次

の
と
お
り
と
す
る
。

　

①
青
年
・
担
い
手
枠
の
理
事
は
、原
則
と
し
て
就

　
　

任
時
40
歳
代
以
下
と
す
る
。

　

②
女
性
枠
は
、Ｊ
Ａ
女
性
部
等
の
組
織
活
動
に

　
　

務
め
た
者
又
は
実
践
的
能
力
者
と
す
る
。

（
３
）法
の
構
成
要
件
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
選
任

　
　

手
続

　

地
域
等
で
の
推
薦
に
あ
た
っ
て
は
、次
の
点
に
配

慮
す
る
。

　

①
複
数
の
候
補
者
を
推
薦
す
る
地
域
は
、
認

　
　

定
農
業
者（
選
任
時
点
ま
で
に
認
定
農
業

　
　

者
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
者
を
含
む
）

　
　
と
実
践
的
能
力
者
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
。

　

②
認
定
農
業
者
等
の
要
件
に
該
当
し
て
も
、
基

　
　

本
的
な
役
員
の
資
質
に
該
当
し
な
い
者
は
候

　
　

補
者
と
し
な
い
。

　

③
認
定
農
業
者
や
実
践
的
能
力
者
以
外
で
も
、

　
　
Ｊ
Ａ
経
営
や
農
業
振
興
、
地
域
振
興
に
寄
与

　
　
で
き
る
も
の
は
法
令
が
認
め
る
範
囲
で
理
事

　
　
に
登
用
で
き
る
。

２
．理
事
の
適
任
性

（
１
）地
域
・
組
織
枠
選
任
理
事

　

組
合
員
代
表
た
る
地
域
・
組
織
枠
か
ら
選
任
さ

れ
た
理
事
に
は
、組
合
の
業
務
執
行
を
決
定
す
る
機

能
、地
域
農
業
振
興
の
た
め
組
合
員
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
Ｊ
Ａ
運
営
に
携
わ
る
機
能
及
び
全
Ｊ
Ａ
的
視

点
に
立
ち
組
合
員
の
意
向
を
調
整
す
る
機
能
が
求

め
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
地
域
・
組
織
枠
選
任
理
事

の
適
任
者
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

①
協
同
組
合
を
良
く
理
解
し
、農
業
・Ｊ
Ａ
の
将

　
　

来
に
つ
い
て
語
れ
る
人　

　

②
Ｊ
Ａ
の
事
業
を
率
先
し
て
利
用
し
、か
つ
健
全

　
　

な
利
用
関
係
に
あ
る
人

　

③
地
域
・
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
責
任
感
が

　
　

あ
り
、公
平
で
組
合
員
の
信
頼
が
厚
い
人

　

④
農
業
・Ｊ
Ａ
事
業
の
知
識
や
経
験
を
有
し
、
農

　
　

業
振
興
・Ｊ
Ａ
事
業
に
関
す
る
能
力
の
あ
る
人

　

⑤
地
域
・
組
織
の
情
実
等
に
と
ら
わ
れ
ず
全
Ｊ

　
　

Ａ
的
・
合
理
的
な
経
営
判
断
を
下
せ
る
人

　

⑥
現
状
に
と
ら
わ
れ
ず
、事
業
展
開
に
前
向
き
な

　
　

感
性
を
持
ち
合
わ
せ
る
人

　

⑦
倫
理
感
が
あ
り
、
高
度
化
・
複
雑
化
す
る
業

　
　

務
・
法
務
・
会
計
知
識
の
習
得
等
た
ゆ
ま
ぬ

　
　

自
己
啓
発
に
努
め
る
人

（
２
）学
識
経
験
理
事

　

高
度
化
・
複
雑
化
し
、か
つ
情
勢
変
化
が
激
し
い

中
で
、Ｊ
Ａ
の
経
営
に
迅
速
か
つ
適
正
に
対
応
し
て

令和８年６月の理事選任にあたっての方針

い
く
た
め
に
は
、常
勤
理
事
に
相
当
の
実
務
経
験
能

力
を
有
し
た
理
事
の
登
用
が
不
可
欠
で
あ
り
、学
識

経
験
理
事
に
は
経
営
管
理
者
と
し
て
の
機
能
の
発

揮
が
求
め
ら
れ
る
。

　

学
識
経
験
理
事
と
は
、「
組
合
の
業
務
に
永
年
従

事
し
て
い
た
者
や
、
組
合
指
導
の
業
務
を
行
っ
て
い

た
者
な
ど
事
業
内
容
に
つ
き
十
分
な
識
見
と
能

力
を
持
つ
者
」と
さ
れ
、こ
の
定
義
に
沿
っ
た
学
識

経
験
理
事
の
適
任
者
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

①
Ｊ
Ａ
並
び
に
中
央
会
・
連
合
会
の
管
理
者

　
　
（
常
勤
役
員
、
管
理
監
督
者
の
立
場
に
あ
っ

　
　

た
者
）と
し
て
の
経
験
を
有
す
る
者

　

②
一
定
年
限
（
概
ね
10
年
程
度
）
以
上
Ｊ
Ａ
指
導

　
　
に
関
わ
っ
た
経
験
を
有
す
る
者

　

③
Ｊ
Ａ
と
同
種
の
業
態
に
お
い
て
管
理
者（
常
勤

　
　

役
員
、
管
理
監
督
者
の
立
場
に
あ
っ
た
者
）と

　
　

し
て
の
経
験
を
有
す
る
者

実
践
的
能
力
者
の
基
準

１
．Ｊ
Ａ
・
連
合
会
又
は
Ｊ
Ａ
と
同
種
の
事
業
を
行

　

  

う
法
人
で
管
理
者
（
常
勤
役
員
、
管
理
監
督
の

　

  

立
場
に
あ
っ
た
者
）
又
は
20
年
以
上
勤
務
し
た

　

  

者（
又 

は
当
該
事
業
に
知
見
を
有
す
る
者
）

２
．農
業
関
連
事
業
（
部
門
別
損
益
の
該
当
事
業
）

　

  

に
関
連
す
る
次
の
事
業
を
行
う
法
人
で
管
理
者

　

  

又
は
20
年
以
上
勤
務
し
当
該
事
業
に
専
門
的

　

  

知
見
を
有
す
る
者

　
　

・
卸
売
市
場
等
の
農
産
物
の
流
通
業

　
　

・
食
品
加
工
製
造
・
流
通
業

　
　
・
肥
料
、農
薬
そ
の
他
農
業
生
産
資
材
の
製
造
・

　
　
　
流
通
業

　
　

・
農
業
生
産
法
人　

な
ど

３
．法
人
（
1
及
び
2
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
）

　
  

又
は
行
政
等
の
経
営
者
又
は
管
理
者
の
経
験
が

　
  

あ
る
者

４
．行
政
等
で
Ｊ
Ａ
、
農
業
に
対
す
る
指
導
・
監
督

　

  
等
の
任
に
あ
っ
た
者

５
．弁
護
士
、税
理
士
等
の
法
務
・
会
計
・
労
務
等

　

  

の
有
資
格
者
、
経
営
や
事
業
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

　

  

ト
業
の
事
業
者

６
．右
記
の
個
別
要
件
に
は
該
当
し
な
い
が
、
準
ず

　

  

る
と
考
え
ら
れ
る
者

　

令和7年度農協支部座談会の回答
書を、今月号の「くみあいだより」と
一緒に配布しましたので、ご覧くだ
さい。

●三ヶ日町農協

支部座談会回答書を配布します

●総務課

組合員割引制度
組合員（家族）の入院中の

室料差額、分娩費用等の一

部を割り引く制度です。組

合員割引制度をご利用い

ただくには、「組合員利用

券」が必要です。

組合員利用券
●対象者

　農協の正組合員・准組合員・連合会・単協の 

　役職員です。それぞれのご家族もご利用いただ

　けます。

●発券の方法

　総務課までお越しください。

●有効期限

　発行日から５年間です。

割引内容の一部
□個室に入院した場合の、室料差額の２割引

□分娩費用が２割引（一部費用※を除く）
※保険証を使用した出産費、食事代、病衣、
　出生届等書類代

組合員利用券をご存知ですか？

見本

9月30日（火）をもちまして、チッパーのレンタル

事業を終了させていただきます。ご利用ありが

とうございました。
●生産資材課　農機センター

チッパーレンタル事業終了のお知らせ

三ヶ日SSにてオイル特価キャンペーンを行い

ます。

　　　　　10月１日（水）～11月27日（木）

●三農サービス（株）三ヶ日SS

オイル特価キャンペーン

期 間

【新規購読について】

・紙版…購読開始月の前月24日までに、営農通帳

のお届け印をご持参のうえ営農支援課までお申し

込みください。

・電子版…ご自身で公式WEBサイトにアクセスの

うえ、ご登録ください。

【農業新聞公式WEBサイト】
https://www.agrinews.co.jp/page/subscribe2

スマホの方は右記QRコード読取で

アクセスいただけます。

紙　版 電子版

閲覧方法 毎朝配達 スマホ、PC、
タブレット

税込価格 3,100円／月 2,403円／月

決済方法 口座決済 クレジットカード
決済

10月１日（水）～10月30日（木）
11月4日（火）～11月27日（木）
土日祝日は除く、平日のみ

期 間

タイヤ・オイル・バッテリー
特価キャンペーン

●オートパーク

自動車展示会

10月18日（土）9:00～15:00

オートパーク構内

と　き

ところ

監事数理事数

3人※

3人※

全地区からの候補者
学識経験者
女性理事（女性枠）
員外監事
合計

1人
1人
2人

13 人

1人

1人
3人

3人※

1人

地 区

第１地区

第２地区

第 3地区

上神明、下神明、西町、東町、西天王、 東天王、
宇志、津々崎、岡本、摩訶耶、 只木、大福寺、長根 

新田、南平、西平、野地、北平、大崎東、大崎南、
大崎西、 大谷南、大谷北、佐久米、駒場

御薗、平山、釣、日比沢、本坂、鵺代、下尾奈、上尾奈

地
区
ご
と
の
役
員

候
補
者
の
推
薦
人
数

※
う
ち
認
定
農
業
者
ま
た
は
実
践
的
能
力
者
が

　
2
人
以
上

※
地
区
定
数
に
つ
い
て
は
役
員
推
薦
会
議（
支

　
部
長
会
）の
総
意
に
よ
っ
て
変
動
す
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

2021 理事選任の方針お知らせ



11月～12月は無休営業となります（年末は30日

（火）～休み）。

◆特産物直売所　9：00～17：00

◆特産センター　9：30～16：30

特産物直売所・特産センターの営業日

三ヶ日みかんの主力品種「青島みかん」の房のみ

を使用し、三ヶ日みかん果汁入りのオリジナルの

シロップに漬けた缶詰が8月に発売されました。ミ

カン本来の甘みとコクのある味わいをいつでも楽

しむことができます。缶詰なので3年間の長期保存

が可能で、アウトドアシーンでの持ち運びや非常

食として家庭でのストックにもおすすめです。

ＪＡみっかび特産物直売所のパンフレットができ

ました。三ヶ日みかんや地元の農産物のさらなる

ＰＲに活用していきます。直売所のほか、町内ホ

テル、飲食店、三ヶ日駅構内などに設置してありま

すので、ぜひご一読ください。

※JAみっかび特産物直売所、特産センター、公式オンラ
　インショップ等で購入できます。

※パンフレットはJA共済
の地域農業活性化助成金
を活用しました。

●特販課

三ヶ日みかんプレミアム缶詰発売

直売所のパンフレットができました

品評会の結果をお知らせします。受賞おめでとう

ございます。（敬称略）

【第37回西部地区いちじく果実品評会】

令和7年8月25日（月）

●金賞：横井道明（日比沢）

●銅賞：片山良久（宇志）
●特販課　農産センター

西部地区いちじく果実品評会結果

ふれあいセンター1階

毎週木曜日　12：30～15：30日 時

場 所

【10月・11月の予定】

※団体旅行のみの取扱いとなります。
●組合員生活課

農協観光旅行相談窓口のご案内

農村とそこで暮らす人々の魅力を伝える写真を通

じて、農業と農村の魅力や価値を共有することを

目的に、静岡県会の農山村地域で撮影された作品

を、年４回募集しています。メールまたはInstagram

で応募を。

詳細はホームページでご確認ください。

https://www.shizuoka-murasapo.net
●静岡県

第11回静岡県農村の魅力
フォトコンテスト開催

今年度から増刊号とし

て、家計簿のみで販売し

ます。

購入希望の方は、12月10日（水）までに女性部に

お申し込みください。

※「家の光」12月号の別冊付
　録としては付きませんので、
　ご注意ください。

●女性部

「家の光」家計簿のみ販売

交通安全運動の重点は以下の3つです

1.歩行者の安全な道路横断方法等の実践と反射  

　材着用

2.ながらスマホや飲酒運転等の根絶と夕暮れ時の

　早めのライト点灯やハイビームの活用促進

3.自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルール

　の理解・遵守の徹底とヘルメットの着用促進

●静岡県農協暴力防犯対策協議会
●静岡県農業協同組合中央会

「安全を つなげて広げて 事故ゼロへ」
～秋の全国交通安全運動が実施されます～

9月21日(日)～ 9月30日(火)までの
10日間

期 間

「三ヶ日みかんプレミアム缶詰」

サマーフェスティバルにご来場いただき、ありがと

うございました。より良いイベントにするため、ア

ンケートにご協力ください。

アンケートは右記QRコードよりご

回答いただけます。

●総務課

サマーフェスティバルアンケート

令和8年1月10日（土）に第48回農

協祭が開催されます。ミカン品評会

「M-1グランプリ」も開催します。早

期エントリーを9月末まで延長しま

したので、皆様の出品をお待ちして

おります。

●柑橘指導課

農協祭M-1グランプリ出品者募集

・容量190g（個形量110g）
　の食べきりサイズ
・単価324円（税込）

2026
家の光 家計簿 日記付き
定価660円（税込）

（１）ディスクロージャー誌について
（２）第65回通常総代会開催日程（案）について
（３）三ヶ日町農業協同組合総代選挙内規の一部変
　　更について
（４）令和8年6月の理事選任にあたっての方針につ
　　いて

7/25 理事会提出議案
（１）令和７年度農協支部座談会回答について
（２）三ヶ日町農業協同組合職員給与規程の一部変
　　更について
（３）旅費規程の一部変更について
（４）選果場夏季改修工事（ダイフク）について
（５）配送センターＬＥＤ改修工事の見積合せの実
　　施について

8/25 理事会提出議案

お知らせ～information～

2223 お知らせお知らせ


